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視　点

２ 最近、思うこと
■■新潟県土木部技監兼政策監　高橋　秀典

技術レポート 

９
一般国道304号　国道改築工事（清水谷バイパス）
石川県におけるICT法面工について

■■石川県　県央土木総合事務所

11
景観や環境の影響を最小限に抑える遠隔自動浚渫工法
水底土砂ポンプ浚渫工法による、
ため池・松本城お堀の浚渫事例

■■あおみ建設（株）

15
都市本来の力を引き出すデジタルソリューションの展開
都市最適化マネジメント®

■■パシフィックコンサルタンツ（株）

地域の動き 

３
上棚ゆずりレーン南伸
のと里山海道　柳田IC～上棚矢駄IC間
４車線化事業

■■石川県　中能登土木総合事務所

５
安全で快適な道路交通の確保に向けて
新潟市舗装維持管理マニュアルについて

■■新潟市　土木部　土木総務課

７
権限代行区間の災害復旧工事の完成
長野県災害復旧の権限代行について

■■北陸地方整備局　河川部

ＩＣＴ施工現場研修会の様子▶P.3

地域の動き        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
③ 安全・安心な交通環境の確保 

４車線化に伴い対面通行が解消され、安全性が向上

します。また、大規模災害時において道路が被災して

も、交通を確保しながら復旧工事を行えるため、緊急

車両の通行や物資の輸送が可能になります。 

 
 
 
４ 事業の特性 

① ＩＣＴ施工 

４車線化事業では、ＩＣＴ技術を活用した土工事（切

土・盛土）・舗装工事を行っています。 
工事を進めるにあたり、建設業社を対象としたＩＣ

Ｔ施工に関する現場研修会を開催することにより、技

術者の技術力向上を図っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 自然環境への配慮 

のと里山海道は、能登地方の自然が豊かな山間部に

位置するため、事業による自然環境への負荷をできる

だけ軽減する必要があります。 
そのため、事業着手前の平成２６年度から動植物の

調査を行っており、猛禽類のモニタリングや希少な動

植物の移設・移植などの対策を行っています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

５ おわりに 

令和２年４月には志賀町上棚地内の既設ゆずりレー

ンを南側へ１．９ｋｍ延伸させ、のと里山海道で最長

となる３．４ｋｍのゆずりレーンを供用させており、

更に、令和３年１２月には新たに１．０ｋｍの延伸区

間が完成しました。 
これにより、上棚ゆずりレーンが４．４ｋｍに延伸

され、安全で円滑な交通が確保されるとともに、渋滞

の緩和が図られ、能登と金沢の時間距離が更に短縮さ

れるものと期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-５ 完成した４車線区間の状況 
 
残る区間の整備についても、１日も早い完成を目指

して尽力していきますので、関係者の皆様方には、引

き続き事業の推進に、更なるご支援・ご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-６ ４車線化工事中区間の状況 
 

●問い合わせ先 

 石川県中能登土木総合事務所 のと里山海道課 

TEL（0767）22-6001 

図-３ 交通ネットワーク イメージ図 

 

図-４ ４車線化 整備前後の交通環境 

 

写真-２ ＩＣＴ施工現場研修会の様子 

 

写真-３ 監視カメラによる猛禽類モニタリング 

 

写真-４ 工事の下流域から上流域へ移設 

ノスリ 

 

ホクリクサンショウウオ 

 

地域の動き        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

3．災害復旧工事の完成と引渡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4．特定河川工事引継式の開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問い合わせ先 

 北陸地方整備局 河川部 河川工事課 

TEL（025）280-8965 

権限代行として令和元年１０月２０日より実施してきました、５地区の災害復旧工事のうち、残る１地区

の工事が令和４年３月２８日で完成し、すべての地区が完成したことから、令和４年４月２５日に、長野県

庁において「長野県権限代行区間特定河川工事引継式」を執り行いました。 
引継式は、千曲川河川事務所長より、工事の経過説明を行った後に北陸地方整備局長から長野県知事へ完

了通知書を手渡しました。 

工事引継式での長野県知事の発言をいただきました。 
 

◆工事の経過説明を行う中根事務所長 ◆引き渡しを行う岡村局長（左）と阿部知事 ◆完了通知書を持つ岡村局長（左）と阿部知事 

災害復旧工事は、工事完成地

区ごとに随時長野県への引渡を

実施しました。 
引渡は、令和３年５月３１日

に２地区（④、⑤）、令和３年７

月３０日に２地区（②、③）に

ついて実施し、残る１地区につ

いては、令和４年３月２８日に

完成し、すべての災害復旧工事

が完成しました。 

完了通知書を持つ岡村局長（左）と
阿部知事▶P.7

福島県　浚渫状況▶P.11

３次元設計データ▶P.9

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

職場紹介

21
～誰もが どこでも 自分らしく 挑戦できる環境づくり～
皆で取り組んでいくSDGs達成のためのアクション

■■加賀建設（株）

先輩なう！

24 つながる安心、つながる未来。
■■（株）ネクスコ・エンジニアリング新潟　斎藤　真子　さん

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

17 令和４年度北陸ブロック発注者協議会の取り組み
■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

19 建設業の経営基盤安定化に向けた取組みについて
■■富山県　土木部　建設技術企画課

新技術情報 

26
■新技術情報「Made in 新潟　新技術普及・活用制度」

・エコ型常温路面補修材（本復旧対応）
　【登録番号：2021D201】　日本サミコン（株）

・タブレット型橋梁点検効率化システム
　【登録番号：2021D202】　エヌシーイー（株）

女子大学生と
女性技術者との座談会▶P.19

生産性向上を目指して
i-ConstructionからDXへ▶P.21

橋梁の点検状況▶P.24

エコ型常温路面補修材（本復旧対応）
▶P.26

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2021D201 区分 製品

開発会社 日本サミコン株式会社 問合せ先 025-286-5211

技術名称

登録番号 2021D202 区分 システム

開発会社 エヌシーイー株式会社 問合せ先 025-285-8540

エコ型常温路面補修材（本復旧対応）

タブレット型橋梁点検効率化システム

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・損傷したアスファルト舗装の補修に用いる常温型路面補修技術である。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・路面補修箇所が1m2以下は揮発型又は反応型常温合材で、1m2以上の比較的大きい
場合は加熱合材でパッチングや局部打換えをしていた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
・橋梁床版の部分的補修に伴う小規模アスファルト舗装の復旧
・道路舗装部の維持修繕

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・本製品は5mmトップ骨材の表面にブチルゴムを被覆したもので、常温での転圧に
より結合する。
・骨材の結合材にブチルゴムを用いることで高い柔軟性と粘着性を持つ。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・転圧直後にコア抜きできるほどの初期強度が出現するので、早期の交通規制の

開放が可能である。

・動的安定度（DS）が2520回/mmと高く、本復旧で使用できる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・橋梁床版の部分的補修に伴うアスファルト舗装の復旧
・道路舗装部の維持修繕

4.従来技術との比較
【従来技術：一般加熱合材での路面補修（人力）】
●経済性：同程度 ●工程：同程度 ●品質：同程度 ●安全性：向上（火気等を使用しないため）
●施工性：向上（常温環境下での施工が可能なため） ●周辺環境への影響：向上（バインダーにリサイクル材を使用するため）

【製品イメージ】

【施工状況と完了写真】

骨材 骨材

骨材

骨材

ブチルゴム

転圧

結合

①敷均し

②転圧

③完了

1.概要
①何について何をする技術なのか?
･点検作業の省力化及び品質確保を同時に実現したタブレット型の橋梁点検支援システム。
点検準備から現地作業及び国様式点検調書作成までの一連作業をタブレット１つで完結
させることで、作業全体の効率化及び品質確保を図る。

②従来はどのような技術で対応していたのか?
･前回点検調書や点検要領などを手持ちで準備した他、現地での記録や写真撮影などは
野帳に記録した。これらの情報を帰社後に整理してから、後日調書を作成していた。

③公共工事のどこに適用できるのか?
･自治体向けの国様式点検調書を作成する橋梁点検業務に適用可能である。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
･主に小規模橋梁を対象しているが、橋長による制限はなく15m以上の橋梁にも適用している。

4.従来技術との比較
【従来技術：点検時の野帳による損傷メモ、点検写真の整理などの手作業】
●経済性：25％向上（作業効率化による減少） ●工程：28％短縮（調書作成にかける時間の短縮）
●品質：向上（入力漏れ、撮り忘れチェック機能） ●安全性：同程度●施工性：同程度 ●周辺環境への影響：同程度

【タブレット点検操作状況】

【橋梁点検効率化システムの導入メリット】

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
･従来は、点検前の点検調書等の印刷等の準備、写真撮影、損傷の記録、点検後の写真整理、
調書作成を手書きやパソコンでそれぞれ行っていたが、本システムを用いることでタブレット端
末のみで、過年度の点検調書データの取り込みから調書作成までを一連で行うことができる。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
･計画準備から点検・記録、調書の作成までをタブレット端末１台で完結するため、作業の効率化
及びコストダウンを見込める。

･過年度の点検調書データを取り込むことができるため、橋梁の諸元などの入力ミスやコピー＆
ペーストのミスを減らすことができ、品質の向上を図ることができる。

タブレット型橋梁点検効率化システム

「現場でポン！」

タブレット型橋梁点検
効率化システム▶P.26

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2021D201 区分 製品

開発会社 日本サミコン株式会社 問合せ先 025-286-5211

技術名称

登録番号 2021D202 区分 システム

開発会社 エヌシーイー株式会社 問合せ先 025-285-8540
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1.概要
①何について何をする技術なのか?
・損傷したアスファルト舗装の補修に用いる常温型路面補修技術である。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
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②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
･計画準備から点検・記録、調書の作成までをタブレット端末１台で完結するため、作業の効率化
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タブレット型橋梁点検効率化システム

「現場でポン！」

■上越魚沼地域振興快速道路（上沼道）の一部を構成する上越三和道路
工 事 名：上沼道　戸野目古新田・門田新田地区舗装工事
発 注 者：国土交通省　北陸地方整備局　高田河川国道事務所
施 工 者：福田道路株式会社　新潟本店
コメント：上越三和道路は上越魚沼地域振興快速道路（上沼道）の一部を構成する道路で

あり、日常生活の利便性向上、医療活動の効率化が期待されております。また
豊富な観光資源に恵まれた上越地域には県内だけでなく関東方面からも多くの
方が来訪しており、この上沼道の整備により市内観光施設への連絡性向上はも
とより、十日町・南魚沼方面など域外との観光交流促進も期待されています。


